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― 大きな地震は、大都市の下で起こるもの。
ドンと来て、それに耐えれば千年単位で恩恵
に浴することができる ― 

直下で起こるとほんの10秒ほど、激しく揺れ

る。活断層文化を楽しんでいるわけですから、

この10秒ぐらいを、どのようにして命を落と

さず、けがもせずに乗り切るがというのが、活

断層が動いたその直上に住んでいる人々の

心構えということになろうかと思います。
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確率論的地震動予測地図

26％以上※

6％～26％
3％～6％
0.1％～3％
0.1％未満

高 い

やや高い

確　率

今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる可能性が「高い」のランク分
け数値は、26％が平均的に約100年に
1回、6％は約500年に1回、3％は約
1,000年に1回、それぞれ見舞われる可
能性があることを示す。

注※

30年以内に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率
（地震調査研究推進本部による　基準日：2005年1月1日）

URL  http://www.jishin.go.jp/main/index.html
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2

は
じ
め
に

1
9
9
5
年
１
月
17
日
未
明
に
兵
庫
県
南
部
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
地
震
に
よ
る
震
災
を
阪
神

淡
路
大
震
災
と
呼
び
ま
す
。
大
都
市
を
襲
っ
た
直
下
型
の
地
震
は
、
死
者
6
4
3
7
人
、
経
済
的
被
害
10

数
兆
円
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
震
災
を
機
に

一
般
の
人
々
の
防
災
に
対
す
る
理
解
が
進
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
大
切
さ
が
認
識
さ
れ
る
な
ど
、
日

本
の
社
会
に
多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

震
災
の
約
20
年
前
（
1
9
7
4
年
）
に
神
戸
市
で
出
版
さ
れ
た
『
神
戸
と
地
震
』
と
い
う
報
告
書
が
あ

り
ま
す
。
神
戸
が
影
響
を
受
け
る
地
震
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
1
0
0
年
に
一
度
ぐ
ら
い
の
南
海
地

震
、
こ
れ
は
繰
り
返
し
や
っ
て
く
る
。
ま
た
、
近
辺
の
活
断
層
が
動
い
た
際
に
は
震
度
５
程
度
（
当
時
の

震
度
階
は
０
～
７
の
8
ラ
ン
ク
）
で
揺
れ
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
活
断
層
と
い
う
用
語
が
自
治
体
の
報

告
書
に
入
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
例
で
す
。
そ
し
て
、
直
下
型
地
震
の
可
能
性
も
挙
げ
て
「
壊
滅

的
な
被
害
は
免
れ
な
い
」
と
断
定
的
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
報
告
書
づ
く
り
に
私
も
参
加
し
ま
し
た
の

で
、
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
公
表
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

3

震
災
を
機
に
、
活
断
層
の
調
査
や
観
測
網
の
整
備
な
ど
、
地
震
へ
の
備
え
は
か
な
り
進
み
ま
し
た
。
扉

の
日
本
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
地
震
調
査
委
員
会
が
、
今
後
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に
見

舞
わ
れ
る
確
率
を
図
示
し
た
も
の
で
す
。
震
度
６
弱
は
、
０
か
ら
７
ま
で
10
ラ
ン
ク
あ
る
震
度
階
の
上
か

ら
３
番
目
の
揺
れ
で
、
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
確
率
26
％
以
上
、
こ
れ
は
「
ほ
ぼ
間
違
い

な
く
や
っ
て
く
る
」
と
理
解
す
べ
き
数
字
な
の
で
す
が
、
本
州
で
は
神
奈
川
県
か
ら
高
知
県
ま
で
の
太
平

洋
沿
岸
に
帯
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
各
巨
大
地
震
で
最
も
強
く
影
響
を
受
け

る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
確
率
３
％
以
上
と
な
る
と
首
都
圏
や
近
畿
地
方
中
部
、
四
国
全
県
へ
と
拡
大
し

ま
す
。
確
率
３
％
は
、
結
構
高
い
値
な
の
で
す
。
さ
ら
に
日
本
全
土
を
見
て
み
ま
す
と
、
一
部
を
除
い
て

0
・
1
～
３
％
の
「
や
や
高
い
」
地
域
と
し
て
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
揺
れ
る
の
が
日
本

列
島
で
す
。
し
か
も
、
確
率
の
高
い
地
域
に
人
口
の
大
半
が
住
ん
で
い
ま
す
。

地
震
と
は
ど
の
よ
う
な
現
象
な
の
か
、
な
ぜ
日
本
に
地
震
が
多
い
の
か
、
さ
ら
に
は
危
険
な
場
所
に
文

化
や
経
済
が
栄
え
た
の
は
な
ぜ
か
に
思
い
を
広
げ
、
万
一
へ
備
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
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お
わ
り
に

1
8
0
0
年
か
ら
2
0
0
7
年
末
ま
で
に
起
き
た
Ｍ
７
以
上
の
地
震
の
分
布
を
再
度
、
見
て
み
ま
し
ょ

う
（
図
47
）。
近
畿
北
部
に
内
陸
型
の
大
き
な
地
震
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
所
な
の

で
す
。
大
き
な
地
震
を
歴
史
記
録
か
ら
拾
い
出
し
て
み
ま
す
と
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
（
図
48
）。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
地
震
の
一
つ
ひ
と
つ
が
ど
の
活
断
層
の
下
で
起
こ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
す

べ
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
活
断
層
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
怖
い
感
じ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
も
う
す
ん
で
い
る
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
候
補
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
活
断
層
の
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
安
全
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
安
全
宣
言
を
し
て
無
用
の
不
安
を
取
り
除
く
日
が
来
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
研
究
や
調
査
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

歴
史
記
録
の
地
震
の
分
布
図
を
書
い
て
み
ま
す
と
（
図
49
）、
奈
良
に
は
意
外
と
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

実
は
、
こ
れ
は
次
の
候
補
地
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
き
な
地
震
と
い
う
の
は
、

起
こ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
か
つ
活
断
層
が
あ
る
と
こ
ろ
に
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ

99

図47 1800～2007年に起きたM７以上の地震　近畿では内陸部に多発

図48 近畿北部の内陸で起きた歴史的地震群
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は
原
理
と
し
て
、
こ
の
本
で
分
か
っ
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
起
こ
っ
た
ば
か
り
の
と

こ
ろ
は
、
も
う
大
い
に
安
心
し
て
住
み
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
す
。
こ
れ
も
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
も
う
一
度
34
・
35
ペ
ー
ジ

の
小
さ
い
地
震
の
分
布
を
し
っ
か
り
と
見
て
下
さ

い
。
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

図49 ９世紀以降のM６超の地震分布　奈良県の空白が目立つ
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◇

本
書
は
、
2
0
0
9
年
５
月
23
日
に
財
団
法
人
国
際
高
等
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
公
開
講
演
会
で
の
尾

池
和
夫
国
際
高
等
研
究
所
所
長
の
講
演
を
基
に
編
集
し
た
も
の
で
す
。
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尾池 和夫（おいけ・かずお）

地震を知って
震災に備える
～京阪奈地域を中心として～

尾池 和夫 著

財団法人国際高等研究所所長
専攻分野/地震学（特に、地震発生機構、
地震テクトニクス、地震前兆現象など）

1940年東京生まれ、高知で育つ。1963
年京都大学理学部地球物理学科卒業、
京都大学防災研究所助手。1973年同助
教授就任。1988年より京都大学理学部
教授。2001年京都大学副学長を兼任、
2003年京都大学総長就任。2008年10
月京都大学名誉教授、2008年10月財団
法人国際高等研究所フェロー。2009年
4月財団法人国際高等研究所所長就任。
2008年から日本ジオパーク委員会委員
長も兼ねる。著書に｢中国の地震予知｣
（NHKブックス）、｢日本地震列島｣（朝日
文庫）、｢俳景―洛中洛外･地球科学と俳
句の風景｣（宝塚出版）など多数。

地震とはどのような現象なのか、なぜ日本に地震が多いのか、さらには危険な場所に文化や経済が栄えたのはなぜか

―正しい知識に基づき、地震の被害を最小限に抑えるために ― まず「地震とは何か」から、図版を活用
　　　しながら京阪奈地域を中心に分かりやすく解説。さらに、家庭でもできる身近な地震対策をレクチャー。

 しっかりした知識で、しっかり観察をして、納得して怖がるというのは、結構難しい

何をもって、本当に
怖いとするのか

尾
池 
和
夫 

著

生駒断層帯の地震による震度分布

地震学の権威が語る、本当に必要な
地震対策「10秒に備える」

高
等
研
選
書

― 大きな地震は、大都市の下で起こるもの。
ドンと来て、それに耐えれば千年単位で恩恵
に浴することができる ― 

直下で起こるとほんの10秒ほど、激しく揺れ

る。活断層文化を楽しんでいるわけですから、

この10秒ぐらいを、どのようにして命を落と

さず、けがもせずに乗り切るがというのが、活

断層が動いたその直上に住んでいる人々の

心構えということになろうかと思います。

――― 本文より抜粋22
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